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一　

は
じ
め
に

　

本
稿
で
は
、
江
戸
時
代
後
期
に
活
躍
し
た
和
学
者
、
小
山
田
与
清
（
天

明
三
年
：
一
七
八
三
～
弘
化
四
年
：
一
八
四
七
）
の
子
息
た
ち
の
活
動
と

与
清
沒
後
の
蔵
書
管
理
に
つ
い
て
論
じ
る
。

　

与
清
に
は
四
男
一
女
の
子
女
子
息
が
い
た
。
長
男
の
季
興
堅
は
妾
腹
で

荒
川
氏
の
養
子
と
な
り
、
ほ
と
ん
ど
交
流
が
確
認
で
き
な
い
。
与
清
の
嫡

子
と
し
て
は
与
叔
（
鈴
木
源
蔵
、
源
蔵
与
叔
俊
平
）、
清
年
（
幸
次
郎
、

為
次
郎
）
が
い
た
。
高
田
家
の
事
業
で
あ
っ
た
見
沼
通
船
の
方
は
与
叔
の

長
男
で
あ
っ
た
清
常
（
高
田
貢
平
）
が
継
承
し
て
い
っ
た
が（

（
（

、
国
学
の
面

で
期
待
を
か
け
て
い
た
清
年
は
一
七
歳
で
早
逝
、
与
叔
は
国
学
者
と
し
て

大
成
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た（

（
（

。
な
お
、
も
う
一
人
、
丸
滿
と
い
う
三
男
が

い
た
と
す
る
資
料
も
あ
る（

（
（

。
与
清
の
旧
蔵
書
中
に
は
、
清
年
や
与
叔
が
手

を
加
え
た
旨
の
奥
書
が
散
見
さ
れ
、
与
清
の
集
書
や
校
合
作
業
に
子
息
が

関
与
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
与
叔
が
与
清
沒
後
の
蔵
書
管
理
に

関
わ
っ
て
い
た
こ
と
は
従
来
指
摘
さ
れ
て
お
ら
ず
、
与
清
の
子
息
た
ち
の

動
向
に
つ
い
て
、
小
山
田
与
清
旧
蔵
書
の
あ
り
方
と
も
関
連
し
て
再
考
す

べ
き
余
地
が
あ
る
。

　

本
稿
で
は
清
年
と
与
叔
の
活
動
の
実
態
を
史
料
に
即
し
て
把
握
し
つ
つ
、

与
清
旧
蔵
書
か
ら
蔵
書
管
理
の
あ
り
方
、
そ
し
て
与
清
沒
後
の
蔵
書
管
理

に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

二　

与
清
の
後
継
者
た
ち

　

与
清
の
好
学
は
実
父
で
あ
っ
た
田
中
本
孝
か
ら
の
影
響
が
少
な
か
ら
ず

認
め
ら
れ
る
も
の
の（

（
（

、
本
格
的
な
学
問
を
始
め
る
に
あ
た
っ
て
は
二
人
の

師
の
存
在
が
大
き
か
っ
た
。
漢
文
を
古
屋
昔
陽
に
学
び
、
村
田
春
海
か
ら

小
山
田
与
清
の
子
息
を
め
ぐ
っ
て

─
与
叔
と
清
年
と
蔵
書
の
関
係

─

梅　

田　
　
　

径
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和
学
の
薫
陶
を
受
け
た
。
特
に
村
田
春
海
か
ら
の
影
響
は
強
く
、
し
ば
し

ば
自
分
の
考
証
や
随
筆
に
お
い
て
「
師
説
」
た
る
村
田
春
海
説
を
参
照
し

て
い
る
。『
松
屋
叢
話
』
巻
第
一
に
は
加
藤
千
蔭
と
村
田
春
海
を
並
べ
て

論
評
す
る
記
事
が
あ
り
、
春
海
は
賀
茂
真
淵
の
門
人
と
し
て
だ
け
で
は
な

く
、
和
歌
詩
文
を
詠
む
わ
ざ
に
も
優
れ
て
い
た
と
述
べ
て
い
る（

（
（

。
他
の
国

学
者
同
様
、
自
身
の
学
統
に
関
心
を
持
ち
、
与
清
は
国
学
者
た
ち
の
道
統

を
『
松
屋
筆
記
』、『
擁
書
楼
日
記
』
な
ど
に
記
し
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
の

系
図
で
も
村
田
春
海
の
門
弟
と
し
て
自
ら
を
位
置
づ
け
て
い
る（

（
（

。
与
清
も

自
ら
門
弟
を
と
っ
て
「
門
弟
録
」
と
い
う
形
で
名
簿
を
遺
し
て
い
た
。
増

田
由
貴
は
、
門
弟
た
ち
が
与
清
の
学
知
形
成
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い

た
こ
と
を
論
証
し
て
い
る（

（
（

。
現
存
す
る
二
冊
の
門
弟
録
か
ら
は
、
江
戸
や

大
坂
の
み
な
ら
ず
、
水
戸
、
松
浦
に
い
た
る
ま
で
、
幅
広
い
地
域
に
門
弟

が
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
与
清
は
「
松
屋
門
」
と
で
も
呼
ぶ
べ
き
門

弟
ら
の
管
理
や
教
導
に
取
り
組
ん
だ
結
果
、
猿
渡
盛
章
、
猿
渡
容
盛
、
間

宮
永
好
、
伊
能
穎
則
、
鶴
峯
戊
申
ら
が
与
清
の
門
弟
と
し
て
名
を
残
し
て

い
る（

（
（

。

　

与
清
が
門
弟
と
な
ら
ん
で
学
業
に
お
い
て
期
待
を
寄
せ
て
い
た
の
は
、

与
叔
、
清
年
の
二
人
の
子
息
で
あ
っ
た
。
就
中
、
清
年
は
国
学
に
強
い
関

心
を
示
し
、
与
清
も
ま
た
溺
愛
と
い
っ
て
よ
い
ほ
ど
の
期
待
と
愛
情
を
寄

せ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
清
年
は
わ
ず
か
十
七
才
で
急
逝
、
そ

の
折
の
悲
し
み
を
自
ら
の
私
家
集
に
次
の
よ
う
に
書
き
留
め
て
い
る
。

文
政
七
年
と
せ
い
ふ
と
し
の
う
る
ふ
は
月
の
廿
日
あ
ま
り
な
ぬ

か
の
日
の
巳
の
時
ば
か
り
、
日
こ
ろ
や
よ
い
の
半
に
、
ふ
し
た

る
次
郎
子
の
為
次
郎
清
年
が
身
ま
か
れ
る
を
な
げ
き
て

ま
よ
は
じ
と
我
か
し
こ
げ
に
い
ひ
こ
し
を
こ
の
わ
か
れ
ぢ
の
末
い
か

に
せ
ん

お
こ
た
り
つ
い
さ
め
し
こ
と
も
中
〳
〵
に
な
く
て
ぞ
人
と
く
や
ま

る
ゝ
か
な

深
川
霊
厳
寺
の
錦
谷
に
墓
を
つ
く
り
て
、
石
の
た
く
み
鍬
よ？ほ

ろ
に
こ
ゝ
を
た
て
、
う
し
ろ
を
き
れ
な
ど
い
ひ
を
し
へ
て

さ
だ
め
な
き
も
の
な
り
な
が
ら
お
も
ひ
き
や
こ
の
お
く
つ
き
を
わ
れ

つ
か
ん
と
は（

（
（

　

文
政
七
年
（
一
八
二
四
）
三
月
か
ら
閏
八
月
に
か
け
て
病
床
に
あ
っ
た

清
年
が
遂
に
亡
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
歎
き
を
詠
ん
だ
歌
で
あ
る
。「
お
こ

た
り
」
を
「
い
さ
め
」
た
事
を
悔
い
て
い
る
の
は
、
時
に
厳
し
い
薫
陶
を

授
け
る
こ
と
が
あ
っ
た
か
ら
だ
ろ
う
。
ま
た
清
年
の
三
回
忌
に
は
「
南
無

阿
弥
陀
仏
」
を
頭
字
に
詠
ん
だ
三
首
を
残
し
て
い
る（

（1
（

。

　
『
松
屋
筆
記
』
に
は
、
自
分
の
娘
で
あ
っ
た
毛も

與よ

が
あ
ま
り
に
も
清
年

に
似
て
い
る
こ
と
を
記
す
印
象
的
な
話
が
残
る
。

毛
與
が
容
貌
、
次
郎
清
年
に
相
肖
て
、
其
音
声
挙
動
、
但
清
年
が
再

生
せ
る
か
と
疑
は
る
。
清
年
は
文
政
七
年
甲
申
閏
八
月
廿
七
日
に
年

十
八
歳
に
て
病
死
せ
り
。
毛
與
が
母
胎
に
や
ど
れ
る
時
を
推
か
ぞ
ふ

る
に
、
同
年
十
一
月
廿
七
日
な
る
べ
し
。
閏
八
月
廿
七
日
よ
り

八
十
七
日
に
あ
た
れ
る
夜
、
母
懐
妊
し
、
翌
年
酉
九
月
は
前
年
の
閏

八
月
の
周
回
に
て
十
箇
月
に
て
出
生
せ
る
也
。
又
清
年
は
卯
月
正
月

の
誕
生
に
て
酉
を
七
ッ
目
と
す
。
毛
與
兒
は
酉
年
の
誕
生
に
て
、
卯
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を
七
ッ
目
と
す
。
余
も
又
天
明
三
年
癸
卯
年
三
月
十
七
日
の
出
生
也
。

か
た
〴
〵
よ
し
あ
り
て
、
毛
與
女
は
必
次
郎
清
年
が
後
身
な
る
こ
と

を
し
れ
り（

（1
（

。

　

誕
生
月
が
与
清
、
清
年
、
毛
與
が
そ
れ
ぞ
れ
干
支
順
に
七
番
目
ご
と
に

相
当
す
る
こ
と
か
ら
、
清
年
は
毛
與
が
清
年
の
後
身
に
あ
た
る
の
だ
と
述

べ
て
い
る
。
引
用
に
続
く
箇
所
で
は
顧
况
普
叔
の
故
事
を
引
い
て「
後
身
」

を
正
当
化
し
よ
う
と
す
ら
し
て
い
る
。
清
年
の
死
が
い
か
に
惜
し
ま
れ
て

い
た
の
か
う
か
が
え
よ
う
。
他
に
も
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

文マ

政マ

十
四
年
十
一
月
、余
次
男
幸
次
郎
〈
後
に
為
次
郎
清
年
と
號
す
〉

と
共
に
、
武
蔵
國
足
立
郡
大
間
木
新
田
の
八
町
會
館
に
あ
り（

（1
（

。

　

幼
い
こ
ろ
の
清
年
と
共
に
で
か
け
た
記
録
を
書
き
留
め
て
い
る
。
年
次

に
は
不
審
が
あ
り
、
文
政
十
四
年
で
は
清
年
が
沒
し
て
久
し
い
。
寛
政
の

誤
り
か
と
思
わ
れ
る
が
、
寛
政
は
十
三
年
で
改
元
し
て
い
る
。
一
応
寛
政

末
頃
の
思
い
出
を
記
し
た
も
の
と
考
え
て
お
き
た
い
。

　

紀
淑
雄
は
村
田
た
せ
子
が
清
年
を
養
子
に
し
た
い
と
申
し
出
て
い
た
こ

と
を
記
し
て
い
る
が
、
確
認
で
き
て
い
な
い（

（1
（

。
事
実
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、

清
年
の
能
力
の
高
さ
は
与
清
一
人
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
周
辺
に
つ
ど
う

人
々
た
ち
の
間
で
も
話
題
に
な
っ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

文
政
七
年
十
二
月
、
宗
碩
が
大
永
二
年
（
一
五
二
二
）
に
記
し
た
紀
行

文
を
清
年
が
校
合
し
、
与
清
の
説
、
考
証
等
を
書
き
加
え
た
『
佐
野
の
わ

た
り
』
が
開
板
さ
れ
る
。
小
山
田
与
清
・
与
叔
連
名
の
仮
名
序
と
松
嶋
饗

庭
盈
の
跋
文
を
も
ち
、
刊
記
に
は
江
戸
の
須
原
屋
茂
兵
衛
、
大
坂
の
秋
田

屋
太
右
衞
門
、
京
都
の
勝
村
治
右
衞
門
が
書
林
と
し
て
名
を
連
ね
て
い
る
。

清
年
の
自
序
に
よ
れ
ば
、
校
合
は
自
身
で
行
い
、
注
釈
と
考
証
は
与
清
の

助
力
を
得
て
記
し
た
と
い
う
。
な
お
、
管
見
の
範
囲
で
は
異
版
は
な
い
。

　
『
佐
野
の
わ
た
り
』
で
は
、
刊
記
の
直
前
に
「
高
田
清
年
子
校
本
目
録
」

（
以
下
「
校
本
目
録
」）
が
付
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
清
年
が
手
が
け
て
き

た
校
本
の
一
覧
で
、
書
籍
と
図
絵
を
あ
わ
せ
て
三
〇
点
が
掲
出
さ
れ
て
い

る
。
こ
こ
に
列
挙
さ
れ
る
書
物
は
、
現
存
部
分
を
確
認
す
る
だ
け
で
も
全

て
清
年
の
手
澤
校
合
本
で
あ
り
、
読
者
の
手
に
渡
る
こ
と
は
ま
ず
考
え
ら

れ
な
い
。
あ
く
ま
で
も
清
年
を
顕
彰
す
る
意
図
で
付
さ
れ
た
も
の
だ
ろ
う
。

　
「
高
田
清
年
子
校
本
目
録
」
に
掲
出
さ
れ
る
書
籍
は
彰
考
館
文
庫
お
よ

び
早
稲
田
大
学
に
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
突
合
す
る
こ
と
で
、
清
年

の
業
績
が
具
体
的
に
判
明
す
る
。
ま
た
一
点
を
稿
者
が
所
蔵
し
て
い
る
。

こ
れ
は
後
に
紹
介
し
た
い
。

　

表
で
示
し
た
よ
う
に
、
清
年
校
本
と
思
し
き
も
の
は
彰
考
館
文
庫
に
五

冊
十
点
、
早
稲
田
大
学
に
一
冊
三
点
が
残
る
。
戦
災
で
焼
失
し
た
で
あ
ろ

う
も
の
も
『
国
書
総
目
録
』
の
「
旧
彰
考
」
の
書
名
か
ら
推
測
で
き
る
。

ま
た
、
こ
れ
ら
の
書
名
は
小
山
田
与
清
が
献
納
し
た
蔵
書
の
リ
ス
ト
で
あ

る
早
稲
田
大
学
蔵
『
松
屋
蔵
書
目
録
』（
イ
2
─
２
３
０
９
）
に
も
類
似

し
た
書
名
が
確
認
で
き
る
場
合
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
ほ
ぼ
全
て
異
な
る

書
名
で
採
録
さ
れ
て
い
る
た
め
、
特
定
で
き
な
か
っ
た
書
物
も
少
な
く
な

い
。
特
に
「
和
琴
圖
」「
犬
追
物
圖
」
な
ど
の
絵
図
類
は
、
行
方
が
わ
か

ら
な
か
っ
た
。

　

な
お
「
校
本
目
録
」
に
は
若
干
の
採
録
漏
れ
が
あ
る
。
他
に
清
年
が
携

わ
っ
た
こ
と
が
確
実
な
も
の
と
し
て
は
、
彰
考
館
文
庫
蔵
書
『
御
堂
関
白



─ 95 ─

「高田清年子校本目録」調査表
所蔵先・目録

書名 彰考館文庫本 早稲田大学図書館本 早稲田大学蔵
『松屋蔵書目録』

交替式 旧彰考 交替式模写本

多度寺縁起私財帳 旧彰考
（文化七写）

忠盛集 旧彰考 忠盛集

鎌倉分限帳 旧彰考

犬追物圖 旧彰考

信明集

巳6－0673

信明集

義孝集 義孝集

仲文集 仲文集

順集 順集

重之女集 巳10－7097
（文政七年九月冩） 重之女集

匡衡集
巳6－6978

匡衡集

隆季集

長綱百首 巳15－7361 長綱卿百首

為家闕題百首 巳15－7361 為家闕題百首

正覚国師集 巳10－7097 正覚国師集

澤菴和尚集 巳10－7097 沢庵和尚集

高臺院集 巳6－6976 高台院集

揺樹抄 巳6－6976

遠嶋御百首 へ4 5068

順徳院御百首

土御門院御百首

武蔵見沼圖 ツ02 02506

衣川軍歌 衣川軍歌

塚原卜伝百首

色紙短冊傳

神祇館図 神祇官図

元亀年中江戸圖

をかたま圖

和琴圖

関東河渠圖

＊彰考館文庫本は国文学研究資料館マイクロフィルムにより、早稲田大学蔵本は実見により、それぞ
れ凾架番号を付した。配列は私に変更した。旧彰考は『国書総目録』中の注記に従って付した。早
稲田大学蔵『松屋蔵書目録』は松本智子「早稲田大学図書館蔵『松屋蔵書目録』翻刻」（『早稲田大
学図書館紀要』五七、二〇一〇・三）に拠った。年号は奥書から清年書写年次がわかるケースである。
巳10－7097には他に「佛國禅師集」があり清年写とみられるが、「清年子校本目録」からは漏れている。
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集　

中
園
集
』（
巳
8
─
７
０
２
８
）
が
あ
る
。
こ
れ
は
『
御
堂
関
白
集
』

と
『
中
園
大
政
大
臣
集
』
の
合
写
本
で
、
与
清
の
書
き
入
れ
が
あ
る
他
、

多
数
の
異
本
校
合
が
な
さ
れ
て
い
る
。『
御
堂
関
白
集
』
の
奥
書
に
は
、

与
清
自
筆
で
「
文
政
二
年
令
男
清
年
書
写
之
、
以
春
雨
軒
宗
也
自
筆
本
校

合
之
。
称
古
而
用
書
青
墨
即
宗
也
本
也
。
松
屋
主
人
源
与
清
」、「
天
保
三

年
正
月
、以
福
知
山
侯
造
本
再
校
也
。
所
謂
イ
本
者
也
。
平
小
山
田
与
清
」

と
あ
る
。
文
政
二
年
（
一
八
一
九
）
に
清
年
が
書
写
し
、
春
雨
軒
宗
也
自

筆
本
を
青
と
墨
の
筆
で
校
合
し
、
さ
ら
に
天
保
三
年
（
一
八
三
二
）
年
に

福
地
山
侯
の
蔵
本
を
「
イ
本
」
と
い
う
異
本
注
記
で
書
き
入
れ
て
い
る
。

　

清
年
校
本
の
様
相
が
判
明
す
る
図
書
と
し
て
早
稲
田
大
学
蔵
『
遠
嶋
百

首
』（
ヘ
4
─
５
０
４
８
）
も
挙
げ
て
お
き
た
い
。
蔵
書
印
と
奥
書
か
ら

小
山
田
与
清
旧
蔵
本
で
あ
る
こ
と
は
確
実
で
、
装
丁
こ
そ
改
装
さ
れ
て
い

る
も
の
の
、
原
装
表
紙
が
扉
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
。
原
装
表
紙
左
肩
題

簽
に
「
百
首
三
部
合
冊
」
と
あ
り
、
表
紙
直
書
で
「
遠
嶋
御
百
首
後
鳥
羽

院
」「
土
御
門
院
御
百
首
」「
順
徳
院
御
百
首
」
と
あ
る
。
合
冊
状
況
か
ら

も
「
校
本
目
録
」
中
に
、「
遠
嶋
御
百
首
」「
順
徳
院
御
百
首
」「
土
御
門

院
御
百
首
」
と
し
て
掲
出
さ
れ
る
清
年
校
本
と
み
て
誤
る
ま
い
。

　

作
品
ご
と
に
字
詰
め
は
異
な
る
も
の
、
墨
書
の
本
文
と
、
藍
書
の
異
本

注
記
は
全
て
同
筆
と
考
え
て
良
い
。
朱
書
で
合
点
、
圏
点
お
よ
び
書
き
入

れ
が
あ
る
。
朱
書
は
与
清
の
注
記
を
右
筆
が
転
写
し
た
も
の
（
清
年
か
、

間
宮
永
好
の
手
に
よ
る
も
の
）
だ
ろ
う
。
藍
書
で
加
え
ら
れ
た
異
本
注
記

の
総
数
は
二
〇
四
点
に
及
ぶ（

（1
（

。
和
歌
一
首
の
欠
落
と
い
っ
た
大
き
な
違
い

だ
け
で
は
な
く
、
漢
字
一
字
の
読
み
違
い
な
ど
に
も
注
意
を
払
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
藍
書
で
の
校
合
作
業
全
体
を
行
っ
た
の
は
清
年
な
の
だ
ろ
う
。
異

本
校
合
そ
れ
自
体
は
単
純
作
業
と
言
え
よ
う
が
、
十
代
の
少
年
が
行
う
仕

事
と
し
て
は
緻
密
で
丁
寧
で
あ
り
、
将
来
に
期
待
を
か
け
る
に
値
す
る
も

の
と
思
う
。
彰
考
館
文
庫
本
に
お
い
て
も
、
墨
筆
の
本
文
に
藍
筆
で
異
本

校
合
を
書
き
入
れ
て
い
た
に
違
い
な
い（

（1
（

。
こ
の
よ
う
な
左
肩
題
簽
の
合
冊

書
名
と
各
書
の
直
書
書
名
を
も
つ
清
年
校
本
と
し
て
「
信
明
集
」「
藤
原

義
孝
集
」「
藤
原
仲
文
集
」「
源
順
集
」の
合
写
本
で
あ
る『
家
集
四
部
』（
巳

6
─
６
９
７
３
）
が
あ
る
。

　

も
う
一
点
、『
他
阿
上
人
歌
集
・
四
十
八
願
和
歌
』（
巳
9
─

７
０
６
１
）
も
清
年
の
謄
写
本
で
あ
る
。
与
清
自
筆
で
「
遊
行
第
二
世
他

阿
上
人
家
集
／
及
四
十
八
願
和
歌
以
門
人
慧
／
充
法
師
所
校
之
本
令
男
清

年
謄
写
之
者
也
／
文
政
五
年
六
月　

與
清
（
花
押
）」
と
い
う
奥
書
が
あ
る
。

門
人
の
慧
充
法
師
の
校
本
を
清
年
に
命
じ
て
書
写
さ
せ
た
本
で
「
校
本
目

録
」
に
は
書
名
が
挙
げ
ら
れ
て
い
な
い
。
書
写
の
み
で
校
合
作
業
を
行
っ

て
い
な
い
か
ら
だ
ろ
う
。

　

こ
う
し
た
校
合
の
ほ
か
に
も
清
年
は
模
写
に
取
り
組
ん
で
い
た
。「
校

本
目
録
」
に
み
え
る
「
を
か
た
ま
図
」
は
筆
者
が
所
蔵
し
て
い
る
。
二
葉

の
切
で
ツ
レ
で
あ
る
。
も
と
も
と
は
屏
風
に
張
り
込
ま
れ
て
い
た
の
だ
ろ

う
と
推
察
さ
れ
る
が
、
原
態
が
本
の
よ
う
に
綴
じ
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た

か
は
わ
か
ら
な
い
。

　

一
枚
目
に
は
、
お
が
た
ま
の
樹
の
色
彩
画
が
あ
り
、
題
に
「
乎
加
多
万

乃
木
真
冩
」
と
あ
る
。
図
の
周
囲
に
墨
書
で
書
き
入
れ
が
あ
り
、
さ
ら
に

そ
れ
を
訂
正
す
る
か
の
よ
う
な
、
朱
書
の
書
き
入
れ
が
あ
る
。
本
図
の
二
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枚
目
に
は
墨
書
で
「
右
日
向
延
岡
城
主
牧
野
越
中
守
殿
よ
り
写
上
り
候
也

／
伊
勢
貞
丈
冩
」
と
あ
る
。

　

墨
書
の
書
き
入
れ
は
「
信
友
按
」
と
あ
る
よ
う
に
、
伴
信
友
『
比
古
婆

衣
』
の
抄
出
で
あ
る
。『
比
古
婆
衣
』
自
体
に
も
幾
度
も
増
補
が
加
え
ら

れ
て
お
り
、
版
本
と
写
本
で
も
本
文
が
異
な
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
が（

（1
（

、

清
年
が
参
考
に
し
た
の
は
版
本
で
は
な
い
よ
う
だ
。
伴
信
友
自
筆
本
『
比

古
婆
衣
』
は
線
画
に
色
指
定
を
書
き
入
れ
た
も
の
だ
が
、
本
図
は
構
図
・

色
彩
と
も
に
ほ
と
ん
ど
一
致
し
て
お
り
、
ど
ち
ら
も
「
日
向
延
岡
侯
ヨ
リ

公
儀
被
注
進
云
〻
」
と
あ
る
伊
勢
貞
丈
の
模
写
本
を
底
本
に
し
て
い
る
。

本
図
は
伊
勢
貞
丈
模
社
本
を
写
し
た
も
の
か
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
う

だ
と
す
れ
ば
『
比
古
婆
衣
』
と
一
致
す
る
記
述
が
多
す
ぎ
る
よ
う
に
思
わ

れ
、
今
は
『
比
古
婆
衣
』
を
元
に
色
の
指
定
通
り
に
書
き
入
れ
た
も
の
と

考
え
て
お
き
た
い
。

　

注
意
し
た
い
の
は
次
の
墨
書
の
下
に
書
き
加
え
ら
れ
た
朱
書
で
あ
る
。

（
墨
書
）
信
友
按
、
一
宵
談
に
云
、

（
朱
書
）
与
清
曰
閑
田
耕
筆
也
。
一
宵
談
ト
云
書
は
无
也
。

　

与
清
が
朱
書
で
注
記
を
加
え
て
い
る
。
朱
訂
正
も
与
清
が
行
っ
た
も
の

だ
ろ
う
。
た
だ
し
『
閑
田
耕
筆
』
に
は
こ
の
文
章
は
見
え
な
い
。
異
版
や

独
自
の
本
文
に
依
っ
た
の
だ
ろ
う
か（

（1
（

。『
比
古
婆
衣
』
で
は
同
文
が
割
書

で
確
認
で
き
る
。

近
頃
尾
張
人
牧
墨
仙
と
云
人
の
著
せ
る
一
宵
談
と
い
ふ
書
に
。

　

傍
線
部
は
本
図
に
な
い
部
分
で
あ
る
。
続
く
本
図
の
文
で
は
「
薩
摩
方
、

鬼
界
島
、
屋
久
の
島
、
丌ト
カ
ラ了

嶋
の
内
に
、
を
か
た
ま
の
木
と
い
ふ
も
の
あ

り
。
其
屋
久
島
よ
り
得
た
る
も
の
、
津
の
国
灘
吉
田
氏
秘
蔵
す
。
花
は
紫
、

辧
黄
、
蘂
實
は
橘
柚
の
類
と
な
ん
。」
と
あ
っ
て
、
わ
ず
か
な
字
句
の
異

同
が
あ
る
が
、
ほ
と
ん
ど
『
比
古
婆
衣
』
と
一
致
す
る
。
た
だ
し
、
本
図

で
は
信
友
按
に
、
二
説
あ
れ
か
是
な
る
を
知
ら
す
。
一
宵
談
に
、
花
は
是
、

国
に
同
さ
る
に
き
こ
ゆ
れ
と
、
実
は
こ
と
也
。
お
も
ふ
に
此
国
の
実
を
か

た
ま
と
い
ふ
義
に
ち
か
ゝ
ら
む
欤
。
を
か
た
ま
は
わ
か
す
に
て
、
み
つ
し

き
玉
に
似
た
る
よ
し
な
る
。」
ま
で
は
墨
書
で
記
さ
れ
、
続
く
文
章
が
朱

書
で
記
さ
れ
て
い
る
。
墨
書
の
本
文
に
も
数
カ
所
朱
で
訂
正
が
ミ
セ
ケ
チ

で
記
さ
れ
て
あ
り
、
朱
書
を
加
え
た
人
物
も
清
年
と
同
じ
資
料
を
座
右
に

置
い
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
点
か
ら
も
、
朱
書
の
筆
者
は
与
清
と
考
え

て
差
し
支
え
な
い
。

　

こ
の
図
は
刊
本
『
松
屋
叢
考
』
巻
一
の
口
絵
に
も
墨
線
画
で
描
か
れ
、

「
所
レ

出
二

於
薩
隅
日
之
地
一

乎
加
太
万
真
圖
以
二

伊
勢
貞
丈
翁
手
澤
本
一

冩
レ

之
。
高
田
清
年
」
と
あ
り
、
本
図
と
同
文
で
転
写
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

二
枚
目
に
は
、
清
年
沒
後
に
書
き
付
け
た
と
思
し
き
与
清
自
筆
の
奥
書

が
あ
る
。

右
欞
圖
一
葉
。
次
郎
清
年
所
手
冩
也
。
清
年
文
政
七
年
閏
八
月
廿
七

日
。
年
十
八
而
死
。
今
観
其
手
澤
。
追
念
之
情
不
巳
矣
。
廻
採
筆
記

事
焉
。

　
　
　
　
　
　

松
屋
主
人
源
與
清
（
花
押
）

　

清
年
沒
後
に
清
年
の
「
筆
記
」
を
「
採
」
っ
た
の
は
「
校
本
目
録
」
の

為
で
あ
ろ
う
か
。
清
年
の
死
が
い
か
に
与
清
の
中
で
大
き
な
出
来
事
だ
っ

た
の
か
が
う
か
が
い
知
れ
よ
う
。
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清
年
は
与
清
の
蔵
書
管
理
に
お
い
て
、
書
写
、
校
合
、
そ
し
て
模
写
と

様
々
な
補
助
を
行
っ
て
い
た
。
与
清
は
時
に
助
言
を
与
え
、
朱
書
で
疑
問

を
書
き
付
け
る
な
ど
の
教
育
的
配
慮
を
含
む
蔵
書
管
理
や
考
証
活
動
を

行
っ
て
い
た
。
与
清
は
清
年
に
と
っ
て
そ
の
学
業
の
最
大
の
成
果
が
『
佐

野
の
渡
り
』
の
校
合
と
注
釈
だ
と
考
え
た
の
だ
ろ
う
。

三　

与
叔
の
活
動
と
与
清
蔵
書
の
行
方

　

弘
化
二
年
か
ら
体
調
を
崩
し
た
与
清
は
、
蔵
書
の
ほ
ぼ
全
て
を
徳
川
斉

昭
に
献
納
す
る
こ
と
を
決
め
る
。
こ
の
経
緯
に
つ
い
て
与
清
は
早
稲
田
大

学
蔵
『
松
屋
棟
梁
集
』
一
一
巻
（
へ
2
─
４
７
７
２
─
11
）
に
次
の
よ
う

に
記
し
て
い
る
。

弘
化
三
年
の
夏
の
初
に
は
あ
つ
し
く
成
は
へ
り
。
い
と
頼
少
な
く
お

ぼ
ゆ
る
だ
に
、
ひ
め
も
て
る
二
万
巻
あ
ま
り
の
書
巻
ど
も
、
な
き
跡

に
て
ち
り
ほ
ひ
う
せ
も
こ
そ
す
れ
と
、
い
と
ゞ
ほ
い
な
き
を
、
常
に

御
か
へ
り
見
か
う
ぶ
れ
る
水
戸
の
大
城
の
殿
様
に
、
愁
ひ
ま
う
し
ゝ

に
許
し
き
こ
え
さ
せ
給
ひ
け
れ
ば
、
よ
ろ
こ
び
に
た
へ
で
こ
れ
に
奉

り
て
よ
め
る
。

今
よ
り
は
残
る
書
巻
な
つ
の
日
も
心
涼
し
き
道
に
入
ら
ま
し（

（1
（

　

自
身
の
「
な
き
跡
」
に
書
物
が
「
散
り
失
せ
」
て
は
「
本
意
な
き
」
事

で
あ
る
と
述
べ
て
お
り
、
自
身
の
死
後
も
蔵
書
を
ま
と
め
て
お
き
た
い
と

い
う
意
思
が
あ
っ
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。
だ
が
、
い
ず
れ
の
資
料
に

も
書
物
の
継
承
に
つ
い
て
子
息
の
話
題
が
で
て
こ
な
い
の
は
、
そ
も
そ
も

与
叔
を
後
継
に
た
て
て
擁
書
楼
を
継
続
す
る
心
づ
も
り
が
な
か
っ
た
こ
と

を
示
し
て
い
る
。

　

そ
う
し
て
彰
考
館
文
庫
に
残
さ
れ
た
小
山
田
与
清
旧
蔵
書
を
眺
め
て
み

る
と
、
与
叔
が
関
わ
っ
た
事
例
も
少
な
か
ら
ず
確
認
出
来
る
の
で
あ
る
。

彰
考
館
文
庫
蔵
『
他
阿
上
人
家
集
』（
巳
9
─
７
０
６
０
）
に
は
、
与
清

自
筆
で
次
の
奥
書
が
残
さ
れ
て
い
る
。

他
阿
上
人
歌
集
三
巻
。
文
政
六
年
二
月
。
令
男
与
叔
謄
写
之
。
此
原

本
藤
澤
山
所
蔵
。
卅
二
世
上
人
之
自
筆
本
也
。
我
門
人
慧
充
法
師
。

就
彼
山
而
所
請
集
也
。
高
田
与
清
記（

（1
（

。

こ
の
『
他
阿
上
人
歌
集
』
は
先
に
も
見
た
よ
う
に
清
年
も
書
写
し
て
い
る
。

門
人
で
あ
っ
た
慧
充
法
師
が
集
め
て
き
た
と
い
う
内
容
も
、
清
年
謄
写
本

の
『
他
阿
上
人
家
集
』
と
同
様
の
事
情
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
与
叔
は

大
草
六
二
郎
所
蔵
で
あ
っ
た
と
い
う
『
慕
京
集
異
本
』（
巳
5
─

６
９
３
２
）
の
書
写
も
行
っ
て
い
る
。
奥
書
の
一
つ
に
文
政
八
年
七
月
五

日
に
大
草
六
次
郎
所
蔵
の
古
冩
本
を
写
し
た
と
あ
り
、「
源
與
叔
」
の
署

名
が
見
え
る
。
清
年
同
様
に
、
与
叔
も
与
清
に
関
わ
る
書
写
活
動
を
行
っ

て
い
た
の
で
あ
る
。『
慕
京
集
』
が
版
本
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
際
に
は
、

与
清
と
と
も
に
序
を
記
し
て
い
る（

（2
（

。

　

ま
た
、
清
年
と
与
叔
が
共
同
で
事
業
に
当
た
っ
て
い
た
形
跡
が
あ
る
。

『
松
屋
外
集
』
初
編
巻
一
一
に
収
め
ら
れ
る
「
赤
斑
瘡
辨
」
に
は
、
次
の

よ
う
な
奥
書
が
付
さ
れ
て
い
る
。

赤
斑
瘡
辨
及
考
證
五
巻
、
家
嚴
所
答
於
或
人
問
之
撰
也
。
起
筆
於
今

茲
正
月
十
九
日
、
成
稿
於
二
月
三
日
至
仲
夏
之
比
。
再
添
削
改
作
而

命
兄
〈
与
叔
〉
與
余
讀
之
。
於
是
旁
就
原
本
而
校
讐
訂
正
云
、
文
政
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七
年
歳
在
甲
申
秋
七
月
既
望
、
男
源
清
年
謹
識
。

　
『
赤
斑
瘡
辨
』
が
「
或
人
の
問
」
に
答
え
た
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、『
群

書
捜
索
目
録
』
を
使
っ
て
種
々
な
人
々
の
疑
問
に
答
え
た
『
松
屋
外
集
』

に
収
載
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
与
叔
と
清
年
は
と
も
に
与
清
の
問
答
に
関

わ
る
著
作
の
「
再
添
削
・
改
作
」
を
命
じ
ら
れ
て
校
讐
に
当
た
り
、
与
清

に
よ
る
知
識
人
た
ち
へ
の
疑
問
へ
の
回
答
、い
わ
ば〈
リ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー

ビ
ス
〉
に
参
与
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

与
叔
が
清
年
と
共
に
与
清
の
子
息
と
し
て
、
擁
書
楼
の
蔵
書
管
理
と
形

成
に
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
与
叔
が
清
年
ほ
ど
多
く
の
著

作
を
書
写
校
合
し
た
か
ど
う
か
は
、
ま
と
ま
っ
た
史
料
が
な
い
の
で
不
明

で
あ
る
が
、
既
述
の
よ
う
に
早
稲
田
大
学
蔵
『
遠
島
百
首
』
の
ご
と
く
、

子
息
が
書
写
校
合
を
行
っ
た
奥
書
を
記
さ
な
い
場
合
も
少
な
く
な
い
の
で
、

こ
こ
に
挙
げ
た
も
の
だ
け
が
与
叔
の
成
果
と
は
限
ら
な
い
。
与
叔
は
、
与

清
沒
後
に
小
山
田
家
に
遺
さ
れ
た
蔵
書
の
管
理
を
行
い
、
門
弟
達
と
の
各

種
調
整
に
取
り
組
ん
だ
と
思
し
い
。

　

門
弟
か
ら
も
与
清
沒
後
に
遺
さ
れ
た
和
学
の
学
統
を
与
叔
が
継
い
で
い

る
と
み
ら
れ
て
い
た
。
間
宮
永
好
は
『
古
学
道
統
図
』
の
小
山
田
与
清
学

統
の
冒
頭
に
「
小
山
田
与
叔
」
を
掲
げ
て
い
る
。
ま
た
、
与
叔
は
間
宮
永

好
『
和
歌
年
中
行
事
』（
嘉
永
七
年
刊
）
に
も
識
語
を
よ
せ
、鶴
峯
戊
申
『
嘉

永
刪
定
神
代
文
字
』（
嘉
永
十
年
刊
）
に
も
「
小
山
田
與
叔
俊
平
題
」
と

し
て
題
跋
を
寄
せ
て
い
る
。
鶴
峯
も
ま
た
『
古
学
道
統
図
』
に
お
い
て
与

清
の
門
弟
中
最
後
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
人
物
で
、
与
叔
が
与
清
の
門
弟
た

ち
と
関
わ
っ
て
い
た
形
跡
が
認
め
ら
れ
る
。

四　

与
叔
に
よ
る
小
山
田
文
庫
の
蔵
書
管
理

　

な
ぜ
与
叔
が
与
清
を
継
承
す
る
人
物
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
て
い
た
の
だ

ろ
う
か
。
実
子
の
長
男
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う
が
、
実
務
上
、
与

清
の
擁
書
楼
な
き
後
に
、
与
叔
が
与
清
の
蔵
書
や
門
弟
の
管
理
を
行
っ
て

い
た
か
ら
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
具
体
的
に
与
叔
に
よ
る
図
書
の

管
理
に
つ
い
て
論
じ
て
い
き
た
い
。

　

も
と
高
田
家
に
残
さ
れ
、
後
に
早
稲
田
大
学
に
入
っ
た
本
の
中
に
『
和

漢
年
契
』（
リ
０
７
─
４
０
７
）
が
あ
る
。『
和
漢
年
契
』
は
寛
政
八
年

（
一
七
九
六
）、
三
村
其
原
の
手
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
日
中
の
元
号
・
事
象

を
比
較
通
覧
す
る
歴
史
便
覧
で
あ
り
、
各
地
に
多
数
現
存
す
る
。
早
稲
田

大
学
に
も
三
点
が
現
存
す
る
。
本
書
は
表
紙
に「
高
田（
二
字
不
明
）」、「
小

山
田
」、
扉
に
「
小
山
田
文
庫
」、
一
丁
表
に
「
同
攻
會
印
」、
末
尾
に
「
與

叔
」の
印
記
を
持
つ
こ
と
か
ら
彰
考
館
に
献
納
さ
れ
ず
に
、高
田
家
に
残
っ

た
本
で
あ
る
こ
と
が
確
実
で
あ
る（

（2
（

。
印
記
の
ひ
と
つ
に
「
東
京
専
門
学
校

同
攻
會
」
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
学
校
の
事
務
方
で
も
使
わ
れ
た
実
用
的
な

図
書
で
、
四
七
丁
以
降
に
朱
書
お
よ
び
墨
書
、
鉛
筆
で
増
補
が
な
さ
れ
、

明
治
三
〇
年
ま
で
年
次
が
書
き
込
ま
れ
て
お
り
、
明
治
中
期
ま
で
増
補
さ

れ
な
が
ら
利
用
さ
れ
て
い
た
。

　

問
題
に
な
る
の
は
、
末
尾
の
「
大
日
本
年
號
改
元
索
引
」
一
丁
の
部
分

で
あ
る
。
こ
れ
は
「
大
寶
〈
文
武
五
年
／
三
月
廿
一
日
〉」
以
降
の
元
号

が
改
元
日
と
共
に
記
さ
れ
る
和
暦
の
年
号
索
引
な
の
だ
が
、
本
書
で
は
、

こ
の
年
号
が
「
嘉
永
〈
弘
化
五
年
／
二
月
廿
八
日
〉」
ま
で
存
し
て
い
る
。
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こ
れ
は
墨
書
で
の
追
加
で
は
な
く
印
刻
で
増
補
さ
れ
て
お
り
、
本
書
の
印

刷
時
点
で
す
で
に
「
嘉
永
」
の
年
号
が
は
っ
き
り
と
版
木
に
彫
ら
れ
て
い

た
の
だ
。
刊
記
に
は
「
天
保
二
年
辛
卯
十
月
／
校
正
再
鐫
」
と
あ
り
、
天

保
以
降
、
弘
化
、
嘉
永
と
改
元
さ
れ
る
ご
と
に
増
補
さ
れ
た
後
修
本
な
の

だ
ろ
う
。

　

小
山
田
与
清
は
弘
化
四
年
三
月
二
五
日
に
沒
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

こ
の
本
は
与
清
の
生
存
中
に
は
影
も
形
も
無
く
、
こ
の
本
に
捺
さ
れ
た
蔵

書
印
は
一
顆
た
り
と
も
捺
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
も
の
な
の
で
あ
る
。

　

こ
の
う
ち
「
小
山
田
文
庫
」
の
印
は
、
明
治
三
八
年
か
ら
四
一
年
に
か

け
て
早
稲
田
大
学
の
和
漢
書
の
印
記
を
収
集
し
て
作
ら
れ
た
、
市
島
謙
吉

『
蔵
書
印
譜
』（
正
続
四
冊
：
チ
１
０
─
０
３
８
９
）
や
、『
半
峯
昔
ば
な
し
』

に
見
ら
れ
る
高
田
早
苗
の
言
を
根
拠
に
小
山
田
与
清
の
も
の
と
考
え
ら
れ

て
き
た
。
し
か
し
、
こ
の
説
は
上
記
の
印
を
与
清
が
捺
印
す
る
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
以
上
、
再
考
の
必
要
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
「
小
山
田
文
庫
」

の
印
を
捺
し
た
の
は
与
叔
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。

　

他
に
「
小
山
田
文
庫
」
印
の
見
え
る
図
書
を
掲
げ
て
み
た
い
。
早
稲
田

大
学
の
蔵
書
中
、「
小
山
田
文
庫
」
の
印
記
を
も
つ
図
書
は
次
の
九
点
が

あ
る
。①　

『
門
生
名
簿
』（
ヌ
０
６
─
０
９
２
３
２
）　

　
　
　
　

印
記
：
與
叔
、
小
山
田
文
庫

②　
『
墓
相
口
傳
』（
ロ
１
４
─
０
１
４
４
４
）　

　
　
　
　

印
記
：
小
山
田
文
庫

③　

田
中
本
孝
『
添
水
塵
芥
』（
ヘ
０
１
─
０
４
６
３
６
）　

　
　
　
　

印
記
：
小
山
田
文
庫

④　

小
山
田
与
清
『
都
の
道
の
記
』（
ル
０
３
─
０
３
３
３
１
）　

　
　
　
　

印
記
：
小
山
田
文
庫

⑤　

賀
茂
季
鷹
撰
『
伊
勢
物
語
傍
註
』（
上
下
：
ヘ
１
２
─
０
４
３
２
５
）

　
　
　
　

印
記
：
島
岡
文
庫
、
小
山
田
文
庫
、
高
田
貢
平

⑥　

楫
取
魚
彦
『
古
言
梯
』（
ホ
０
２
─
４
９
２
１
）

　
　
　
　

印
記
：
松
屋
、
小
山
田
文
庫
、
高
田
貢
平
、
與
叔

⑦　

高
田
与
清
『
松
屋
棟
梁
集
』（
ヘ
０
２
─
４
７
７
２
）　

　
　
　
　

印
記
：
小
山
田
文
庫
、
高
田

⑧　

本
居
宣
長
『
字
音
假
字
用
格
』（
ホ
０
２
─
４
９
２
２
）

　
　
　
　

印
記
：
小
山
田
文
庫
、
松
乃
屋
、
高
田
貢
平

こ
れ
に
先
の
『
和
漢
年
契
』
を
加
え
た
九
本
で
あ
る
。
与
清
の
印
記
で
あ

る
「
松
屋
」「
松
乃
屋
」
の
捺
印
が
捺
さ
れ
て
い
る
本
も
あ
る
。
ほ
か
、「
小

山
田
文
庫
」
の
印
が
あ
る
図
書
は
、
東
京
大
学
附
属
図
書
館
に
次
の
三
点

が
確
認
で
き
る（

（2
（

。

⑨　

行
智
『
鈴
掛
衣
』（
Ｃ
４
０
─
２
２
２
４
）　

　
　
　
　

印
記
：
小
山
田
文
庫
、
陽
春
盧
記
、
南
葵
文
庫

⑩　

平
晴
海
『
歌
か
た
り
』（
四
─
い
─
１
３
６
）

　
　
　
　

印
記
：
小
山
田
文
庫

⑪　
『
令
義
解
』（
Ａ
０
０
─
６
４
２
３
）

　
　
　
　

印
記
：
細
川
文
庫
、
粂
屋
、
小
山
田
文
庫
、
間
宮
文
庫

　

さ
ら
に
、
も
り
お
か
歴
史
文
化
館
に
次
の
一
点
が
あ
る
。

⑫　
『
和
名
類
聚
抄
』（
和
１
４
５
９
）　
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印
記
：
小
山
田
文
庫
、
と
き
は
園
、
與
叔
、
松
の
屋

　

東
京
都
立
中
央
図
書
館
に
は
次
の
一
点
が
確
認
で
き
た
。

⑬　

猿
渡
容
盛
編
『
松
屋
棟
梁
集
』（
特
別
買
上
本
：
１
９
５
７
）

　
　
　
　

印
記
：
高
田
蔵
書
、小
山
田
文
庫
、文
学
士
高
田
早
苗
之
印

同
書
は
文
雅
堂
を
経
由
し
て
購
入
さ
れ
た
特
別
買
上
本
の
一
冊
で
あ
る
。

裏
見
返
し
の
書
肆
書
入
に
も
高
田
早
苗
の
旧
蔵
で
あ
る
由
が
記
さ
れ
て
い

る（
（2
（

。

　

静
嘉
堂
文
庫
図
書
館
に
は
次
の
一
冊
を
見
た
。

⑭　
『
拾
芥
抄
』
六
冊
（
５
０
１
─
１
３
─
２
０
１
０
１
）　

　
　
　
　

印
記
：�

聞
書
之
記
、
小
山
田
文
庫
、
松
屋
蔵
書
、
静
嘉
堂

現
蔵
、
他
二
顆

静
嘉
堂
文
庫
の
松
井
簡
治
旧
蔵
書
に
は
小
山
田
与
清
関
係
の
図
書
が
多
数

含
ま
れ
て
い
る
。
他
に
も
あ
る
か
と
思
わ
れ
る
が
、
今
後
の
課
題
と
し
た

い
。

　

こ
の
よ
う
に
し
て
み
る
と
、「
小
山
田
文
庫
」
印
は
「
松
屋
」、「
松
屋

蔵
書
」「
松
乃
屋
」
と
い
っ
た
小
山
田
与
清
の
号
を
冠
し
た
蔵
書
印
に
並

行
し
て
付
さ
れ
て
い
る
ケ
─
ス
が
見
ら
れ
、
ま
た
、
与
清
の
稿
本
に
も
付

さ
れ
て
い
て
、
小
山
田
与
清
の
旧
蔵
書
に
捺
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。

こ
の
傾
向
は
お
お
む
ね
「
與
叔
」
印
と
も
共
通
す
る（

（2
（

。
小
山
田
与
清
旧
蔵

書
・
稿
本
を
ま
と
ま
っ
て
手
に
で
き
た
人
物
の
印
と
み
て
誤
ら
な
い
。

　

実
は
、「
小
山
田
文
庫
」
の
蔵
書
印
は
、
管
見
の
範
囲
で
彰
考
館
文
庫

本
に
あ
る
小
山
田
与
清
旧
蔵
書
中
に
確
認
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
現
在
、

稿
者
は
一
八
〇
点
ほ
ど
小
山
田
与
清
旧
蔵
書
を
確
認
し
て
い
る
が（

（2
（

、
そ
こ

に
は
「
與
叔
」、「
小
山
田
文
庫
」
の
蔵
書
印
が
押
印
さ
れ
て
い
る
書
籍
は

な
い
の
で
あ
る
。
与
清
が
生
前
に
寄
贈
し
た
大
量
の
書
物
に
、
与
叔
の
蔵

書
印
お
よ
び
「
小
山
田
文
庫
」
の
印
が
存
し
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
こ
の

印
記
が
与
叔
の
蔵
書
印
で
あ
る
可
能
性
が
高
く
な
る（

（2
（

。

　

こ
れ
ら
の
点
を
考
え
る
と
、
与
清
が
擁
書
楼
の
図
書
の
大
半
を
寄
贈
し

た
あ
と
、
高
田
家
に
残
さ
れ
た
書
物
は
、
一
時
期
で
あ
れ
与
叔
が
そ
れ
を

管
理
し
て
い
た
と
考
え
て
差
し
支
え
な
い
だ
ろ
う
。

　
「
小
山
田
文
庫
」
の
印
記
が
あ
る
本
の
う
ち
、
間
宮
永
好
の
所
有
に
帰

し
た
も
の
が
あ
る
こ
と
は
、
門
弟
の
手
に
渡
っ
て
、
高
田
家
か
ら
出
た
も

の
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る（

（2
（

。
山
田
洋
嗣
は
盛
岡
藩
主
で
あ
っ
た

南
部
利
郷
お
よ
び
明
子
が
間
宮
と
深
い
関
わ
り
を
も
ち
、
そ
の
関
係
で
小

山
田
与
清
の
著
作
な
ど
を
手
に
し
て
い
た
こ
と
を
記
し
て
い
る（

（2
（

。

　

す
な
わ
ち
、も
り
お
か
歴
史
文
化
館
蔵
与
清
書
入
本『
和
名
類
聚
抄
』（
前

掲
）
も
、与
叔
か
ら
永
好
の
手
に
わ
た
り
、間
宮
の
沒
後
に
南
部
家
に
渡
っ

た
も
の
と
み
て
間
違
い
な
い
。
与
叔
が
与
清
門
弟
ら
へ
の
寄
序
や
、
与
清

沒
後
に
も
わ
ず
か
な
が
ら
集
書
・
整
理
を
行
っ
て
い
た
こ
と
は
、
与
清
門

の
継
承
を
そ
れ
ほ
ど
強
い
意
思
の
も
と
で
は
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
企
図

し
て
い
た
こ
と
と
見
て
よ
い
。

　

与
清
沒
後
の
与
叔
に
つ
い
て
、
早
稲
田
大
学
蔵
猿
渡
盛
章
賛
『
小
山
田

与
清
肖
像
』（
ヌ
０
６
─
９
４
０
３
）
に
記
述
が
あ
る
。
与
清
沒
後
に
そ

の
業
績
を
顕
彰
す
る
た
め
に
描
か
れ
た
画
賛
で
あ
る
。

即
実
子
與
叔
其
後
乎

継
弖

猶
王
府
尓

仕
禮
利

、
抑
此
大
人
倭
学
尓

勇
雄
志
久

、

俊
傑
絶
遍
留

事
波

世
人
乃

知
所
尓
志
弖

、
今
亦
言
擧
乎

待
受
、
故
上
波

貴
人
与
利
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下
波

四
方
乃

國
人
等
尓

至
麻
泥

芳
之
伎

名
乎

慕
弘
弖

其
門
乎

踏
平
須

者
日
尓

踵
乎

継
多
利

伎

、
其
著
拾
遍
留

書
波

已
尓

梓
尓

雕
弖

世
尓

播
佐
禮
多
留
毛

少
加
良
受

、
其
冩
本
尓

遺
禮
留

百
余
巻
其
家
尓

傳
多
利

　

与
叔
は
与
清
の
迹
を
継
い
で
彰
考
館
に
仕
え
て
い
た
と
い
う
。「
此
大

人
」
已
下
は
与
清
に
つ
い
て
の
記
述
で
、
貴
人
か
ら
地
方
ま
で
門
人
が
多

か
っ
た
こ
と
、
そ
の
著
作
が
開
版
上
梓
さ
れ
た
こ
と
、
与
清
著
作
の
冩
本

が
「
家
」（
高
田
家
）
に
伝
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
猿
渡

が
「
家
に
伝
た
」
る
本
に
つ
い
て
の
情
報
を
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
た

の
は
、
与
叔
が
与
清
の
旧
蔵
書
を
管
理
し
て
い
た
か
ら
だ
ろ
う
。
永
好
や

盛
章
の
記
述
が
示
す
よ
う
に
、
与
叔
は
、
門
弟
た
ち
お
よ
び
彰
考
館
と
関

わ
り
を
も
ち
、
蔵
書
の
管
理
を
行
っ
て
い
た
、
与
清
の
正
統
な
後
継
者
と

み
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

五　

お
わ
り
に

　

与
清
の
二
人
の
子
息
の
足
跡
を
た
ど
っ
て
き
た
。
清
年
は
若
年
で
没
し

た
も
の
の
、
生
前
与
清
蔵
書
の
書
写
校
合
に
精
力
的
に
関
わ
り
、
模
写
や

考
証
に
も
与
清
の
指
導
を
受
け
つ
つ
精
力
的
に
取
り
組
ん
で
い
た
。
与
清

は
夭
折
し
た
清
年
を
追
慕
す
る
詠
を
残
し
、
そ
の
功
績
を
称
え
て
『
佐
野

の
わ
た
り
』
を
版
行
す
る
に
い
た
る
。
そ
の
「
著
述
目
録
」
を
調
査
す
る

さ
な
か
、「
お
が
た
ま
圖
」を
見
て
、何
か
書
き
付
け
ず
に
は
い
ら
れ
な
か
っ

た
の
で
あ
ろ
う
し
、『
遠
嶋
百
首
』
は
清
年
と
の
思
い
出
と
と
も
に
手
元

に
残
し
て
置
き
た
か
っ
た
の
だ
ろ
う
と
思
う
。

　

一
方
の
与
叔
は
、
与
清
か
ら
み
て
不
出
来
な
子
息
で
あ
っ
た
か
も
し
れ

な
い
。
著
作
も
な
く
、
自
力
で
刊
行
し
た
考
証
も
な
い
。
身
体
も
強
く
は

な
か
っ
た
よ
う
だ
。
し
か
し
、
与
清
の
学
統
を
継
ぐ
者
と
し
て
間
宮
永
好

が
認
識
し
て
い
た
こ
と
や
、
与
清
沒
後
の
蔵
書
管
理
を
行
っ
て
い
た
こ
と

は
注
目
に
値
す
る
。

　

高
田
早
苗
は
、
与
清
以
降
に
そ
の
学
問
を
継
ぐ
者
も
な
く
、「
四
書
五

経
す
ら
満
足
に
な
い
」
状
況
下
で
、
貸
本
屋
で
本
を
借
り
て
読
ん
で
い
た

と
述
べ
て
い
る（

（2
（

。
し
か
し
、
高
田
家
に
は
与
清
の
稿
本
等
、
小
山
田
与
清

の
遺
品
が
多
数
残
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
が
早
稲
田
大
学
に
寄
贈
さ
れ
る
ま

で
高
田
家
に
存
し
て
い
た
。
高
田
早
苗
の
記
述
を
す
べ
て
信
用
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
。
本
稿
で
述
べ
た
範
囲
で
い
え
ば
、「
小
山
田
文
庫
」
の
印

が
与
清
の
も
の
で
あ
る
と
高
田
早
苗
は
述
べ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
誤
り
で

あ
る
。
高
田
家
に
残
さ
れ
た
多
く
の
印
に
捺
さ
れ
た
「
小
山
田
文
庫
」
の

印
記
か
ら
、
彰
考
館
文
庫
の
本
に
も
そ
れ
が
あ
る
こ
と
を
確
信
し
て
い
た

の
だ
ろ
う
が
、
実
際
に
高
田
家
に
残
さ
れ
た
本
の
大
半
は
与
叔
の
管
理
下

に
あ
っ
た
と
考
え
て
差
し
支
え
な
い
と
思
わ
れ
る
。

　

し
か
し
、
与
叔
は
も
は
や
蔵
書
二
万
巻
を
誇
る
擁
書
楼
の
主
人
で
は
な

か
っ
た
。
そ
こ
に
集
う
文
人
達
も
な
く
、
通
船
屋
敷
も
度
重
な
る
火
事
に

よ
っ
て
焼
失
、
も
と
よ
り
与
清
の
購
書
好
学
の
影
響
で
厳
し
い
状
況
に

あ
っ
た
見
沼
通
船
も
困
窮
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
与
叔
は
数
少
な
い
蔵
書

を
維
持
管
理
す
る
の
が
限
界
だ
っ
た
だ
ろ
う
。
そ
れ
だ
け
に
、
与
清
を
追

慕
す
る
念
も
浅
か
ら
ぬ
も
の
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
与
清
か
ら
与

叔
へ
と
受
け
継
が
れ
た
図
書
は
、
そ
の
後
に
散
逸
し
た
も
の
も
少
な
く
な

か
っ
た
が
、
そ
の
多
く
は
、
高
田
早
苗
の
父
で
あ
る
高
田
貢
平
へ
と
引
き
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継
が
れ
る
の
で
あ
る（

（3
（

。

【
付
記
】

『
松
屋
筆
記
』
は
『
松
屋
筆
記
』（
国
書
刊
行
会
、
一
九
〇
八
）、『
松
屋
叢

話
』は
日
本
随
筆
大
成
編
輯
部
編『
日
本
随
筆
大
成 

第
二
期 

第
二
巻
』（
吉

川
弘
文
館
、
二
〇
〇
七
）、『
松
屋
外
集
』
は
国
会
図
書
館
蔵
本
に
拠
っ
た
。

割
書
は
〈　

〉
で
囲
い
、
私
に
一
部
の
表
記
を
改
め
、
句
読
点
を
付
し
た
。

架
蔵
本
図
版
は
濃
度
の
調
整
を
行
っ
て
い
る
。
早
稲
田
大
学
、
国
会
図
書

館
の
本
文
引
用
は
利
用
規
程
に
従
っ
た
。
各
関
係
機
関
に
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
本
稿
は
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
研
費
Ｊ
Ｐ
２
１
Ｊ
０
０
８
１
、
Ｊ
Ｐ
２
２
Ｋ

３
０
４
０
の
助
成
を
受
け
た
。

注（
1
）	

安
西
勝
『
小
山
田
与
清
の
探
究　

一
』（
私
家
版
、一
九
九
〇
）
で
は
「
見

沼
通
船
発
掘
探
索
並
当
時
風
聞
取
調
書
」（『
埼
玉
叢
書　

一
』
所
収
）
を
根

拠
に
、
六
代
目
差
配
役
鈴
木
源
蔵
（
与
叔
）
の
あ
と
に
宗
之
介
が
見
沼
通
船

の
業
を
引
き
継
い
だ
と
あ
る
。
も
と
も
と
見
沼
通
船
は
兄
弟
で
あ
っ
た
高
田

茂
右
衛
門
と
鈴
木
文
平
の
二
人
か
ら
始
ま
り
、
高
田
・
鈴
木
両
家
の
連
名
御

用
で
運
営
さ
れ
て
い
た
が
、
五
代
目
鈴
木
徳
治
郎
の
時
に
単
独
勤
務
が
は
じ

ま
っ
た
。
こ
の
背
景
に
は
高
田
と
鈴
木
の
両
家
の
争
い
が
あ
っ
て
、
与
叔
は

文
政
四
年
（
一
八
二
一
）
に
鈴
木
徳
治
郎
の
元
へ
与
清
の
命
で
養
子
に
入
っ

た
が
、同
書
に
よ
れ
ば
文
政
十
三
年
（
一
八
三
一
）
に
は
与
叔
は
病
床
に
あ
っ

て
宗
之
介
に
跡
目
を
譲
っ
た
と
あ
る
。
小
宮
山
風
軒
『
風
軒
紀
談
』
に
は
文

政
二
年
に
お
け
る
高
田
家
の
状
況
を
与
清
が
語
っ
た
こ
と
が
残
さ
れ
て
い
る
。

安
西
は
、
与
清
と
し
て
は
鈴
木
家
を
与
叔
に
、
高
田
家
を
清
年
に
継
が
せ
る

構
想
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
と
し
て
お
り
、同
『
小
山
田
与
清
の
探
究　

三
』（
私

家
版
、
一
九
九
六
）
で
は
文
政
八
年
十
二
月
（
文
政
九
年
の
可
能
性
も
あ
る
）

に
見
沼
通
船
方
か
ら
退
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
時
に
は
も
う
清
年
に
高

田
家
の
家
督
を
継
が
せ
て
い
た
と
す
る
。
と
こ
ろ
が
、
清
年
の
夭
折
に
よ
っ

て
一
時
的
に
せ
よ
宗
之
介
が
鈴
木
・
高
田
の
両
家
の
跡
目
に
な
っ
た
こ
と
で
、

「
高
田
」
の
屋
号
が
揺
ら
ぐ
こ
と
に
な
っ
た
ら
し
い
。
与
清
が
小
山
田
姓
を
名

乗
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
こ
の
よ
う
な
背
景
も
あ
っ
た
か
と
安
西
は
述
べ
て

い
る
。
与
清
が
蔵
書
を
与
叔
に
引
き
継
が
せ
な
か
っ
た
背
景
に
は
、
与
叔
の

学
才
や
健
康
上
の
問
題
だ
け
で
は
な
く
、
こ
の
よ
う
な
見
沼
通
船
方
を
巡
る

高
田
家
の
状
況
も
関
係
し
て
い
る
可
能
性
は
留
意
す
べ
き
で
あ
る
。

（
2
）	

紀
淑
雄
「
小
山
田
与
清
」（
長
田
偶
得
編
『
徳
川
三
百
年
史　

下
』
裳
華
房
、

一
九
〇
三
）。

（
3
）	

安
西
勝
『
小
山
田
与
清
の
探
究　

四
』（
私
家
版
、一
九
九
七
）
に
よ
れ
ば
、

丸
滿
は
多
摩
郡
平
山
村
の
若
宮
八
幡
の
神
主
大
沢
家
の
養
子
と
な
っ
て
い
る

が
、
与
清
の
記
録
に
は
出
て
こ
な
い
人
物
な
の
で
、
何
か
の
事
情
で
一
時
的

に
与
清
の
子
息
と
し
た
も
の
か
と
す
る
。
な
お
、「
平
山
村
若
宮
八
幡
宮
神
主

跡
相
続
議
定
書
写
」（
府
中
市
立
郷
土
館
編
『
府
中
市
郷
土
資
料　

七
』
府
中

市
教
育
委
員
会
、
一
九
八
四
（
文
書
一
七
五
号
）
所
収
）
参
照
。

（
4
）	
与
清
は
、『
日
本
書
記
』
の
注
釈
に
本
孝
説
を
用
い
、
そ
の
校
合
に
も
「
田

中
本
孝
版
本
」
を
用
い
て
い
る
。

（
5
）	『
松
屋
叢
話
』
巻
一
、「
村
田
春
海
の
詩
」。
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（
6
）	『
松
屋
筆
記
』
巻
十
四
、「
恩
人
」、『
松
屋
外
集
』
巻
三
。
田
中
康
二
『
江

戸
派
の
研
究
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
一
〇
）
参
照
。

（
7
）	
増
田
由
貴
「
擁
書
楼
に
お
け
る
小
山
田
与
清
の
門
生
と
そ
の
活
動
」（『
奈

良
美
術
研
究
』
一
六
、二
〇
一
五
・
三
）
参
照
。

（
8
）	

与
清
の
紀
行
文
に
お
い
て
、
地
方
に
い
る
門
弟
等
に
『
萬
葉
集
』
な
ど
を

口
授
し
た
と
記
す
の
も
、
こ
う
し
た
学
統
意
識
が
背
景
に
あ
る
の
で
あ
ろ
う
。

（
9
）	

早
稲
田
大
学
蔵
『
松
屋
棟
梁
集　

七
』（
ヘ
２
─
４
７
７
２
─
７
）。
東
京

都
立
図
書
館
蔵
『
松
屋
棟
梁
集
』（
特
１
９
５
４
）
に
も
異
同
が
あ
る
も
の
の

同
一
詠
が
あ
る
。
安
西
前
掲
書
に
も
指
摘
が
あ
る
。

（
10
）	『
松
屋
棟
梁
集　

八
』（
ヘ
２
─
４
７
７
２
─
８
）、東
京
都
立
図
書
館
蔵『
松

屋
棟
梁
集
』
に
も
存
す
る
。

（
11
）	『
松
屋
筆
記
』
巻
六
十
五
、「
少
女
毛
與
」。

（
12
）	『
松
屋
筆
記
』
巻
五
十
、「
墜
石
」。

（
13
）	

紀
淑
雄
注
2
前
掲
書
。

（
14
）	

こ
れ
ら
の
異
本
注
記
の
書
式
は
一
定
で
は
な
く
「
イ
」
と
付
す
も
の
や
一

字
の
み
訂
正
す
る
も
の
、
墨
書
本
文
に
欠
落
し
て
い
た
一
首
を
詞
書
ご
と
補

う
も
の
な
ど
様
々
で
あ
り
、
数
え
方
に
よ
っ
て
は
異
同
数
に
増
減
が
あ
る
だ

ろ
う
。

（
15
）	

稿
者
は
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
で
確
認
し
た
の
で
墨
色
ま
で
は
判
然
と
し
な

い
。
た
だ
、
書
き
入
れ
が
本
文
よ
り
明
ら
か
に
薄
い
場
合
、
朱
書
な
い
し
藍

書
の
書
き
入
れ
を
想
定
す
る
こ
と
は
不
自
然
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

（
16
）	

川
瀬
一
馬
、大
鹿
久
義
編
『
伴
信
友
全
集
別
巻　

研
究
編
』（
ぺ
り
か
ん
社
、

一
九
七
九
）
参
照
。

（
17
）	

国
書
刊
行
会
編
『
伴
信
友
全
集　

第
五
巻
』（
国
書
刊
行
会
、
一
九
〇
九
）

所
収
。

（
18
）	

早
稲
田
大
学
蔵
『
松
屋
棟
梁
集
』（
へ
2
─
４
７
７
２
）。
松
本
智
子
前
掲

論
文
の
翻
刻
に
従
う
。

（
19
）	

山
本
勇
夫
編
『
高
僧
名
著
全
集　

第
一
八
巻
』（
平
凡
社
、
一
九
三
一
）。

（
20
）	

無
刊
記
本
。
与
清
の
門
人
で
あ
っ
た
橋
本
好
秋
の
刊
行
に
か
か
る
。
文
政

五
年
十
一
月
の
好
秋
跋
が
あ
る
の
で
こ
れ
以
降
の
刊
行
で
あ
る
こ
と
は
確
実

で
あ
る
。

（
21
）	

拙
稿
「
小
山
田
与
清
旧
蔵
書
の
ゆ
く
え　

附
〈
翻
刻
〉
早
稲
田
大
学
図
書

館
蔵
『
明
治
四
拾
年
六
月
調　

高
田
氏
寄
託
図
書
目
録
』」（『
緑
岡
詞
林
』

四
六
、二
〇
二
二
・
三
）
参
照
。

（
22
）	

東
京
大
学
で
は
総
合
図
書
館
以
外
に
國
文
学
研
究
室
、
国
語
研
究
室
等
各

所
に
分
蔵
さ
れ
て
い
る
。
本
来
は
正
確
を
期
す
べ
き
で
あ
る
が
、
行
論
の
都

合
上
、
一
括
で
「
東
京
大
学
付
属
図
書
館
」
と
し
た
。

（
23
）	

注
1
安
西
前
掲
書
参
照
。
佐
佐
木
信
綱
編
『
近
世
名
家
家
集　

下
巻
』（
東

京
博
文
館
、
一
八
九
九
）
に
抄
録
あ
り
。
猿
渡
盛
章
の
跋
文
に
よ
る
と
弘
化

四
年
の
与
清
没
後
に
与
叔
と
与
常
か
ら
反
故（
早
稲
田
大
学
蔵『
松
屋
棟
梁
集
』

の
こ
と
か
）
を
借
り
受
け
て
編
纂
し
た
と
あ
る
。
本
書
の
印
記
も
ま
た
「
小

山
田
文
庫
」
印
が
与
清
旧
蔵
書
で
は
な
い
こ
と
を
示
す
本
で
あ
る
。

（
24
）	
小
山
田
文
庫
の
印
が
な
く
「
與
叔
」
の
み
印
記
が
あ
る
図
書
も
存
す
る
。

静
嘉
堂
文
庫
蔵
『
松
の
お
ち
葉
』
十
二
冊
等
が
そ
れ
で
、
内
題
下
に
「
與
叔
」

の
印
が
あ
る
。
本
文
は
右
筆
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
も
の
と
思
し
い
が
、
与
清

自
筆
の
書
入
れ
が
多
数
存
し
て
い
る
。「
與
叔
」
の
印
は
与
清
の
原
稿
や
書
入
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本
に
付
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
與
叔
印
の
み
の
本
も
あ
る
。
ま
た
、
現
物

は
確
認
で
き
て
な
い
が
東
京
大
学
附
属
図
書
館
蔵
本
居
文
庫
『
風
葉
和
歌
集
』

（
本
居
３
９
１
：
１
４
４
８
：
技
７
７
３
）
に
も
印
記
に
「
與
叔
」
と
あ
る
と

Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
上
の
一
般
注
記
に
あ
る
（
ア
ク
セ
ス
日
時
２
０
２
３
年
２
月
19
日
）。

国
文
学
研
究
資
料
館
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
や
紙
焼
写
真
で
は
「
與
叔
」
印

は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。

（
25
）	

国
文
学
研
究
資
料
館
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
に
よ
る
。

（
26
）	

な
お
、
与
叔
の
蔵
書
印
と
お
ぼ
し
き
「
與
叔
」
印
に
は
二
種
類
が
あ
る
。

単
朱
長
陽
印
と
、
陽
刻
「
與
」、
陰
刻
「
叔
」
の
一
字
印
が
二
顆
捺
さ
れ
て
い

る
よ
う
な
印
の
二
つ
だ
が
、
基
本
は
長
方
単
辺
の
印
で
、
使
い
分
け
は
よ
く

わ
か
ら
な
い
。
ま
た
「
小
山
田
文
庫
」
の
印
記
に
は
墨
と
朱
の
二
色
が
あ
る
が
、

こ
れ
ら
に
使
い
分
け
る
意
識
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
も
判
断
を
保
留
し
て
お
き

た
い
。

（
27
）	

紀
叔
雄
注
2
前
掲
書
に
よ
る
と
、
小
山
田
与
清
旧
蔵
書
は
与
清
没
後
に
し

ば
し
ば
神
田
の
通
船
屋
敷
が
火
災
に
見
舞
わ
れ
た
こ
と
で
散
逸
し
た
り
焼
失

し
た
り
し
た
も
の
が
あ
っ
た
と
す
る
。
門
弟
へ
の
贈
与
に
つ
い
て
は
記
さ
れ

て
い
な
い
。

（
28
）	

山
田
洋
嗣
「
間
宮
永
好
、
八
十
子
と
南
部
利
剛
、
明
子
と

─
挿
話
と
し

て

─
」（『
福
岡
大
学
人
文
論
叢
』
四
一
─
二
、二
〇
〇
九
・
九
）
参
照
。
間

宮
永
好
か
ら
南
部
藩
主
利
剛
に
蔵
書
が
移
動
し
た
可
能
性
を
指
摘
し
、
さ
ら

に
そ
れ
を
妻
の
明
子
が
書
写
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
管

見
の
範
囲
で
は
さ
ら
に
藩
と
し
て
、
与
清
や
永
好
の
注
を
移
し
た
本
が
制
作

さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

（
29
）	

高
田
早
苗
『
半
峯
昔
ば
な
し
』（
早
稲
田
大
学
出
版
部
、
一
九
二
七
）。
そ

も
そ
も
高
田
早
苗
は
与
清
の
学
業
に
不
案
内
で
、
擁
書
楼
の
蔵
書
も
「
十
萬
」

と
述
べ
る
な
ど
あ
て
推
量
で
話
し
た
箇
所
も
あ
る
。
高
田
家
の
末
裔
で
あ
り
、

明
治
期
の
高
田
家
の
状
態
を
知
る
上
で
は
一
次
史
料
と
し
て
差
し
支
え
な
い

だ
ろ
う
が
、
そ
の
発
言
を
全
面
的
に
信
じ
る
こ
と
は
危
い
。

（
30
）	

拙
稿
注
21
論
文
参
照
。
た
だ
し
、
高
田
貢
平
は
そ
れ
ほ
ど
高
田
与
清
の
顕

彰
に
熱
心
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

�

（
う
め
だ
・
け
い
／
本
学
非
常
勤
講
師
）
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架蔵　「をかたま図」


